
糸怠合る升究大学β完大学共同る升究

「禾斗学とネ士会」論文集

科学と不士会

2000

. 総合研究大学浣大学



総合研究大学院大学共同研究

「科学と社会」論文集

Sokendai・koryu/0106001

科学と社会2000

総合研究大学院大学

kawanoak
長方形



総研大共同研究「科学と社会」は、科学研究者が呼斗学と社会」の問題に

正面から向き合おうという、総研大の教官を中心とした研究組織です。この

重要な問題に取り組むには、現役の科学者であることは必ずしも有利な点ぱ

かりとは言えません。科学と科学者を良く知っているのは科学者かも知れま

せんが、「己を知る」ことは一番難しいことでもあります。しかし、いずれ

にせよ、現に社会の一員でもある科学者を抜きにして「科学と社会」の問題

を議論できるとも思えません。

科学者が科学について発言するには、様々な困難があると思います。どん

な発言であれ、それはたちまち自分に返ってきます。いわゆる評論家的態度

は許されません。科学者は科学者ソサエティーの一員でありますので、その

「利益を損なう」おそれのある発言はしにくいものです。なによりも、科学

者にとって科学研究は一生をかけた真塾な活動であり、その善悪は別とし

て、社会のことはもちろん、自分のことさえ忘れて研究に没頭する科学者も

存在し、それはそれで貴重な存在です。「科学と社会」の問題も重要とは言

え、どの程度関わるべきか、というのは、人によって様々なスタンスがあり

得ることでしょう。

この共同研究は、困難を知りつつぁえてそれに挑戦する、という「失敗し

て当然」的なものかもしれません。しかし、必要であれはイ可でもする、とい

うのも科学精神(の一音円ですので、我々の試みも、科学精神の現れと理解

してぃただければ幸いです。

本共同研究の趣旨に賛同され、参加される方を常に募っています。

はじめに

共同研究「科学と社会」代表平田光司
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